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    平成２１年７月１９日に青年部会の活動計画の一環であります、兵庫県立こばと聴覚特別支援 

学校の『夏のつどい』開催におけるボランティア活動を行いました。 

この活動も青年部会として、9年連続で参加させていだだいている活動であり、当日の打合せの   

なかでは、校長様、教頭様も毎年、警備をして頂いて大変に心強く感じており、感謝しております。

とのお言葉を頂きました。 

『夏のつどい』とは、こばと聾学校の夏の行事で、在校生および卒業生を呼んだ夏のお祭りであ 

ります。 

当日は晴天の中、多くの在校生、卒業生、父兄の方々が参加されておりました。活動内容としまし

ては、来場者の車誘導補助開催中の会場警備などを行い、お祭りもスムーズな進行ができ、無事に終

了することが出来ました。 

   毎年のことながら、卒業生による和太鼓、先生方や女子大生ボランティアによるゲームや売店など、

楽しい催しが開催され多くの笑顔がありました。このボランティア事業に参加した者も、非常に、明

るく楽しくできました。 

最後には、教頭様より父兄及び生徒の前で、兵庫県電業協会青年部会の紹介と警備ボランティアの

お礼を述べて頂き、兵庫県電業協会青年部会の知名度の向上と、日頃からご愛顧いただいいる県民な

らびに県施設等への貢献としましては、この活動は充分に意義があると思います。参加された皆様、

本当にご苦労様でした。 

        

                 

 来場者の誘導状況 

 


